
三股町立文化会館
自主文化事業

●お問い合わせ・電話予約・WEB予約・チケット販売［月曜を除く午前９時～午後５時］
　三股町立文化会館（Tel. 0986−51−3462 　https://bunka.town.mimata.lg.jp ）
●各公演とも前売にて完売の場合「当日券」は販売しないことがあります。

■�内容／�みんなでうたおう！X’mas�song、う
たって�動いて�見て�聴いて！、絵本、ミ
ュージックシアター、あそびうたなど、
いろんな音楽をたのしもう

■�料金／
　１人チケット（０歳から一律）
　　　　　　　　　…600円（当日700円）
　２人チケット…1,000円（当日1,200円）
　３人チケット…1,500円（当日1,800円）
※�前売にて完売の場合「当日券」は販売しないこ
とがあります。

■�会場／三股町立文化会館
　（〒889-1901�宮崎県北諸県郡三股町大字樺山3404-2）
■�主催／三股町、三股町教育委員会
■�お問い合わせ・チケット取扱／
　三股町立文化会館
　℡0986-51-3462
　https://bunka.town.mimata.lg.jp

■日時／2019年12月11日（水）�
　�午後７時開演（開場は開演の30分前）
■原作／宮沢賢治�
■脚色・演出／東口次登�
■出演／人形劇団クラルテ
■料金【全席自由】�
　一般･･･1,500円（当日1,800円）
　大学生以下･･･1,000円（当日1,200円）
　ペア･･･2,500円（前売りのみ）　
　未就学児入場不可／無料託児あり（要予約）
※�大学生以下は、入場の際「学生証」の提示をお
願いすることがあります

■会場／三股町立文化会館
　（〒889-1901�宮崎県北諸県郡三股町大字樺山3404-2）

■主催／三股町、三股町教育委員会
■共催／みやこのじょう子ども劇場
■お問い合わせ・チケット取扱・託児受付／
　三股町立文化会館
　【電話予約】0986-51-3462　
　【WEB予約】https://bunka.town.mimata.lg.jp

チケット発売中

花と緑と水のまち
宮崎県 三股町
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26年ぶりに三股町名誉町民第７号の称号贈呈

名誉町民に中村 修一氏 チケット発売中

■出演／［小さな音楽会］
 川﨑圭子（うた）・横山桂子（ピアノ・フルート・キーボード）
 宇野奈津子（ピアノ）・愛川義夫（クラシックギター）
 ［スペシャルサポートメンバー］豊國淳子（ウッドベース）
 ［スペシャルパフォーマー］CLOWN CHAPPY

メリークリスマス！



明治 41 年生まれ。村議会議
員、県議会議員として地方自
治の発展に寄与した功績によ
り、昭和 54 年に名誉町民（第
5 号）となる。
昭和 54 年死去。

故 桑
く わ

畑
は た

　正
しょう

一
い ち

 氏
明治 44 年生まれ。村長、町
長として 20 年もの間、地方
自治の発展に寄与した功績に
より、昭和 53 年に名誉町民

（第４号）となる。
昭和 59 年死去。

故 大
お お

河
か わ

内
ち

利
と し

雄
お

 氏
明治 25 年生まれ。村・町議
会議員として活躍するととも
に、県の畜産振興に寄与した
功績により、昭和 40 年に名
誉町民（第 3 号）となる。
昭和 55 年死去。

故 福
ふ く

永
な が

　広
ひ ろ

記
き

 氏
明治 15 年生まれ。耕地整理
組合を組織するなど農業の生
産基盤整備に尽力した功績に
より、昭和 40 年に名誉町民

（第２号）となる。
昭和 42 年死去。

故 上
う え

原
は ら

　荘
そ う

吉
き ち

 氏

明治 17 年生まれ。三股村・
町議会議員、助役として地方
自治の発展に寄与した功績に
より、昭和 39 年に名誉町民

（第１号）となる。
昭和 39 年死去。

故 小
お

倉
ぐ ら

　義
よ し

常
つ ね

 氏

明治 44 年生まれ。消防副団
長や教育委員など 57 年の永
きにわたり要職を歴任され、
本町の発展に多大な貢献をさ
れた。平成5年に名誉町民（第
6号）となる。平成6年死去。

故 中
な か

村
む ら

　英
え い

藏
ぞ う

 氏

町
は
、
11
月
３
日
に
中
村
修
一
さ
ん
へ

名
誉
町
民（
第
７
号
）の
称
号
を
贈
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
住
民
の
福
祉
増
進
、
産

業
文
化
の
進
展
な
ど
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
た
人
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
ま

で
に
６
人
が
受
章
し
て
い
ま
す
。
平
成
５

年
に
は
、
中
村
さ
ん
の
父
で
あ
る
英
藏
氏

が
受
章
し
て
お
り
、
親
子
二
代
に
わ
た
る

受
章
は
初
め
て
で
す
。
中
村
さ
ん
は
、
消

防
団
員
と
し
て
50
年
以
上
に
わ
た
り
消

防
防
災
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
町

の
み
な
ら
ず
県
の
消
防
団
の
発
展
に
多

大
な
貢
献
を
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も

青
少
年
の
健
全
育
成
、
交
通
安
全
運
動
の

推
進
、
防
犯
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど

に
も
、
長
年
に
わ
た
り
精
力
的
に
取
り
組

名
誉
町
民
に
中な

か

村む

ら 

修し
ゅ
う

一い

ち

氏
経 歴

主な公職歴
昭和54年12月～平成27年 3 月 町消防団 団長
平成27年 4 月～ 町消防団 終身名誉団長
平成20年 4 月～平成22年 4 月 県消防協会 会長
平成18年 4 月～平成22年 4 月 日本消防協会 代議員
昭和45年 4 月～平成29年 3 月 町体育協会 副会長
平成17年 6 月～ 都城地区交通安全協会 副会長
主な受賞歴
昭和53年11月 行政部門功労者として三股町長表彰
平成 7 年 4 月 消防功労により「藍綬褒章」を受章
平成17年 1 月 警察庁長官表彰（交通栄誉録十字金賞）
平成18年 7 月 安全功労者内閣総理大臣表彰
平成19年 2 月 日本消防協会会長から特別功労賞
平成28年 4 月 平成28年春の叙勲「瑞宝双光章」を受章
令和元年11月　「三股町名誉町民」の称号を受章

名誉町民勲章

82
歳（
仲
町
在
住
）

26
年
ぶ
り
に
三
股
町
名
誉
町
民
第
７
号
の
称
号
贈
呈

34
年
間
、
国
の
伝
統
的
工
芸
品「
都
城
大
弓
」
の

製
作
に
従
事
。
先
代
か
ら
受
け
継
い
だ
繊
細
で
確
か

な
技
能
を
守
り
な
が
ら
、
独
自
の
技
術
開
発
や
木
材

加
工
の
研
究
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
竹
弓
を
と

お
し
て
本
町
の
産
業
の
発
展
に
も
大
い
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

功労賞
（産業部門）

小
お

倉
ぐ ら

　哲
て つ

朗
ろ う

 さん

平
成
10
年
発
足
の「
町
馬
踊
り
保
存
会
」
で
、
20

年
間
無
償
で
踊
り
の
指
導
を
続
け
、
後
世
に
受
け
継

が
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
保
存
会
は
町
の
伝
統

芸
能「
ジ
ャ
ン
カ
馬
踊
り
」を
継
承
す
る
団
体
で
あ

り
、
町
の
発
展
に
も
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

功労賞
（芸術部門）

堀
ほ り

内
う ち

 トミ子
こ

 さん

都
城
高
等
学
校
在
学
。
第
45
、
46
回
県
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
少
林
寺
拳
法
競
技（
男
子
単
独
演

武
）で
２
年
連
続
優
勝
と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績
を

収
め
ら
れ
ま
し
た
。

功労賞
（体育部門）

川
か わ

﨑
さ き

　空
そ

人
ら

 さん

都
城
高
等
学
校
在
学
。
令
和
元
年
度
全
九
州
高

等
学
校
体
育
大
会
少
林
寺
拳
法
競
技（
女
子
団
体
演

武
）に
お
い
て
優
勝
と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収

め
ら
れ
ま
し
た
。

功労賞
（体育部門）

川
か わ

﨑
さ き

　春
ひ よ り

陽 さん

都
城
高
等
学
校
在
学
。
令
和
元
年
度
全
九
州
高

等
学
校
体
育
大
会
少
林
寺
拳
法
競
技（
女
子
団
体
演

武
）に
お
い
て
優
勝
と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収

め
ら
れ
ま
し
た
。

功労賞
（体育部門）

渋
し ぶ

田
た

　陽
ひ

向
な た

 さん

三
股
中
学
校
在
学
。
第
40
回
九
州
中
学
生
弓
道
大

会（
女
子
個
人
）に
お
い
て
優
勝
と
い
う
素
晴
ら
し

い
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

功労賞
（体育部門）

児
こ

島
じ ま

　李
り

瑠
る

 さん

三
股
中
学
校
教
諭
、
野
球
部
顧
問
。
全
国
中
学
生

都
道
府
県
対
抗
野
球
大
会
で
優
勝
し
、
日
本
代
表

チ
ー
ム
監
督
と
し
て
Ｕ
―
15
日
台
野
球
国
際
親
善
試

合
で
も
優
勝
。
ま
た「
侍
ジ
ャ
パ
ン
」
Ｕ
―
15
日
本

代
表
チ
ー
ム
の
監
督
に
抜
擢
さ
れ
、
第
10
回
Ｂ
Ｆ
Ａ

Ｕ
―
15
ア
ジ
ア
野
球
選
手
権
大
会
で
優
勝
と
い
う
素

晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

功労賞
（体育部門）

松
ま つ

下
し た

　幸
ゆ き

政
ま さ

 さん

平
成
20
年
か
ら
現
在
ま
で
、
小
中
学
生
な
ど
の
通

学
時
に
主
に
役
場
周
辺
の
通
学
路
で
日
常
的
に
街
頭

指
導
や
見
守
り
活
動
を
続
け
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全

確
保
に
長
年
に
わ
た
り
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

善行賞
（個 人）

隈
く ま

田
た

原
ば ら

 輝
て る

義
よ し

 さん

功労賞
（体育部門・団体）

三股中学校 バドミントン部

令
和
元
年
度（
第
48
回
）「
九
州
中
学
校
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
競
技
大
会（
男
子
団
体
の
部
）」に
お
い
て
、
優

勝
と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

功労賞
（体育部門・団体）

三股中学校 弓道部

令
和
元
年
度（
第
40
回
）「
九
州
中
学
生
弓
道
大
会

（
団
体
男
子
）」に
お
い
て
、
優
勝
と
い
う
素
晴
ら
し

い
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

11
月
３
日
、
町
と
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
三
股

は
、
町
立
文
化
会
館
で
令
和
元
年
度
三
股
町

社
会
福
祉
功
労
賞
等
表
彰
式
を
開
催
し
、
６

人
と
２
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

長
年
に
わ
た
り
、
地
域
社
会
の
福
祉
向
上
や

奉
仕
活
動
の
進
展
に
貢
献
の
あ
っ
た
個
人
・

団
体
を
顕
彰
す
る
も
の
で
す
。
な
お
受
賞
者

は
次
の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
）。

●
社
会
福
祉
事
業
功
労
者

（
福
）信
愛
福
祉
会
た
で
い
け
認
定
こ
ど
も

園
園
長 

福ふ
く

永な
が 

譲じ
ょ
う

二じ

、（
福
）や
ま
び
こ
会

わ
か
ば
保
育
園
園
長 

堂ど
う

村む
ら 

早さ

百ゆ

合り

、三
股

町
母
子
・
寡
婦
福
祉
会
会
長 

福ふ
く

山や
ま

陽よ
う

子こ

●
社
会
福
祉
民
間
奉
仕
者
・
団
体

大
正
琴
演
奏
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

　
「
琴
藤
会
」（
代
表 

中な
か

島し
ま 

鈴す
ず

子こ

）

童
謡
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

　
「
か
ざ
ぐ
る
ま
」（
代
表 

愛あ
い

甲こ
う 

進し
ん

一い
ち

）

●
さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
三
股
会
長
表
彰

（
永
年
役
員
の
部
）

馬ま

渡わ
た
り 

京き
ょ
う

子こ

、財
た
か
ら

部べ 

和か
ず

子こ

、上う
わ

床と
こ 

光み
つ

治じ

令和元年度三股町 社会福祉功労賞等表彰式

功績をたたえて
11 月３日、町は、町立文化会館で令和元年度三股町表彰式を開

催し、８人と２団体を表彰しました。これは、町政の振興や町民
福祉の増進、文化の発展向上などに功績のあった個人・団体を顕
彰するものです。なお、受賞者の皆さんとその功績は次のとおり
です（敬称略）。

令和元年度 三股町表彰式

み
、
そ
の
功
績
は
極
め
て
顕
著
で
あ
る
た

め
、「
名
誉
町
民
」の
称
号
を
贈
る
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。

11
月
3
日
、
贈
呈
式
が
町
立
文
化
会
館

で
催
さ
れ
、
町
三
役
や
町
議
会
議
長
な
ど

約
２
０
０
人
が
出
席
。
式
で
は
、
中
村
さ

ん
の
数
々
の
功
績
を
紹
介
し
た
後
、
木
佐

貫
町
長
か
ら
名
誉
町
民
の
称
号
と
名
誉
町

民
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
町
長
と
重し

げ

久ひ
さ

邦く
に

仁ひ
と

議
長
、
蓬ふ

つ

原は
ら

正ま
さ

三み

県
議
が
お
祝
い
を
述

べ
た
後
、
中
村
さ
ん
が「
父
親
に
続
き
名

誉
町
民
に
選
ば
れ
、
こ
ん
な
に
う
れ
し
い

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
支
え
て

い
た
だ
い
た
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
や
家
族

に
感
謝
し
ま
す
」と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。
な
お
、名
誉

町
民
と
な
っ
た
中
村

さ
ん
に
は
、条
例
に
基

づ
き
、毎
年
年
金
が
支

給
さ
れ
る
ほ
か
、町
の

公
の
式
典
へ
の
参
列

な
ど
の
特
典
が
与
え

ら
れ
ま
す
。

過去の称号贈呈者

1

2 6543

「
消
防
防
災
活
動
な
ど
の
進
展
に
多
大
な
功
績
」

（代理出席） （代理出席） （代理出席）

（代理出席）
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？

　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
子
ど
も
た

ち
の
元
気
な
声
が
響
く
長
田
小
学
校
の
校

門
。
子
ど
も
た
ち
の
一
日
は
、
学
校
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
こ
め
た
校こ

う

門も
ん

一い
ち

礼れ
い

か
ら
始
ま

り
ま
す
。
明
治
５
年
創
立
、
今
年
で
１
４
７

年
目
の
歴
史
あ
る
学
校
で
、
校
区
外
か
ら
の

入
学
や
通
学
を
受
け
入
れ
て
い
る
小
規
模
特

認
校
で
す
。
児
童
数
は
35
人
で
、
子
ど
も
た

ち
は
好
奇
心
と
行
動
力
に
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
小
規
模
校
な
ら
で
は
の
魅
力
は
、
意
見

や
感
想
を
発
表
す
る
機
会
が
多
く
、
子
ど
も

た
ち
の
表
現
力
の
伸
び
が
期
待
で
き
る
こ

と
。
ま
た
ひ
と
り
ひ
と
り
の
悩
み
や
課
題
に

教
師
の
目
が
行
き
届
き
、
全
職
員
が
子
ど
も

達
に
関
わ
り
な
が
ら
、
そ
の
成
長
を
応
援
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
し
て
四
季
折
々
の
自
然
も
魅
力
で
、
児

童
た
ち
は
学
校
周
辺
の
花
や
生
き
物
に
感

動
し
、
田
ん
ぼ
で
の
遊
び
や
作
物
の
栽
培
や

収
穫
な
ど
自
然
の
恵
み
を
日
々
体
験
で
き

ま
す
。Ｊ
Ｒ
三
股
駅
か
ら
車
で
約
15
分
。
山

あ
い
の
、
の
ど
か
な
環
境
に
あ
る
長
田
小
に

は
、
い
つ
も
元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
声
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。

昼

一
人
一
人
に
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
誰
も
が
主
役
に
な
れ
る
小
規
模
特
認
校

長田小の子どもたちは、優しい性格で新し
い仲間もすぐに受け入れてくれると思いま
す。放課後は、「児童クラブ」が校舎内にあり、
車でのお迎えやスクールバス発車までの時間
も安心です。私たちＰＴＡも田植えなどの学
校行事に協力したり、親子サマーキャンプな
どを企画し、地域全体で子どもたちの成長を
見守っています。新入生、転入生を学校をは
じめ保護者みんなで心から歓迎します。

魅力ある小規模特認校で一緒に学ん
でみませんか？
令和２年度通学区域外通学の申請を受け付け

町内の小学校は、それぞれ通学区域が決
まっていて、皆さんが住む通学区域の学校に
通学することになります。ただし、申し込み
をすれば次の「指定小学校」から「通学可能な
小学校」に通うことができます。「通学可能な
小学校」への通学を希望する保護者は申請を
お願いします。

■対象学年＝全学年と令和２年度の新入学児童
■ 申請方法＝「通学区域外通学申請書」を学

校教育係に提出してください。※申請書
は、学校教育係（中央公民館内）にあります。

■申請期限＝12月27日（金）まで
■ 許可決定＝申請があった保護者に直接お知

らせします。（令和２年１月中旬頃）※希望
者多数の場合は抽選を行うこともあります。

※ 申請書を提出しなければ、従来どおり就学
指定小学校に通学します。

■問い合わせ＝
教育課学校教育係☎ 52− 9314

校区外から通う子どもたちは、
スクールバスなどを利用して登下
校します。毎日違う学年の友だち
や先生たちと話をしたり、授業ご
とに全員が何回も発表をして、学
校生活を送ります。

隣接する「ひまわり保育園長田分園」
と合同開催。地域の皆さんも大勢参加

運動会後、全校児童が一丸となって取り組んできた練習の成果を披露

卒業生ひとりひとりから保護者へ
宛てた感謝の作文の朗読が心を打
ちます

地域の協力を受けて田植え、稲刈り、そしてお米の販売までを実際に体験

４年生が学校見学に訪れ

た子どもたちにタブレッ

トの使い方を丁寧に指導

在校生からの歌のプレゼントで入

学生を歓迎した和やかな入学式
みんなで食べる焼肉や見上げる花
火は、かげがえのない親子の夏の
思い出

指定小学校 通学可能な小学校

三股西小学校（下新
馬場、稗田、東植木、
西植木）

三股小学校・梶山小
学校・宮村小学校・
長田小学校

三股小学校、勝岡小
学校、三股西小学校

（全地区）
梶山小学校・宮村小
学校・長田小学校

長田小で学ぼう。
自
然
の
中
で

元
気
い
っ
ぱ
い
！

長田小PTA会長
兒

こ

玉
だ ま

　道
み ち

郎
ろ う

さん
（45歳・大野在住）

長田小の

１日
田
た

口
ぐ ち

比
ひ

菜
な

さん（４年生）

長田小で楽しく

学んでます！

入学式親子キャンプ田植え体験

秋季合同運動会

オープンスクール

小・中学校合同音楽会

卒業式

放課後児童クラブ

校門一礼

昼休み

タブレットを活用
した授業

長
田
小
で
学
ぼ
う
。

長田小の
１年

朝

夕

昼

個々の「育ち」を地域みんなで
見守りたい

スクールバスや
自家用車で下校

スクールバスや
自家用車で登校
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はじめまして。10月に地域おこし協力隊に着任した清山美咲です。
私の仕事は、「町民参加型のまちづくりの支援」です。「三股町らし
さ」と「町民の幸せ」をテーマに、丁寧に対話を重ねながら、10年後、
20年後につながる活動を重ねていきたと思います＾＾

1.何のためにするの？～三股町の課題～

これまで、三股町では豊か
な自然環境や生活利便性
の高さ、様々な施策が実を
結び人口が増加してきま
したが、日本社会全体が抱
える人口減少問題は本町
にも確実に訪れます。

人口規模を維持する魅力
あるまちづくりの推進が
求められています。

三股町交流拠点施設整備事業
は、社会の変化に伴う新たな
ニーズを捉えた再整備の1つ
として、進められています。

2.交流拠点施設で取り組むことができそうな課題やニーズは？

平成30年度に、課題やニーズの聞き取り調査を実施し、
まちとしての方針をまとめました。

生涯学習・
地域活動の振興

施設の老朽化

主体的な活動を
支援する

放課後の
子どもを取り巻く
環境整備

学習支援

居場所づくり

遊び場づくり

子を持つ親を
取り巻く環境整備

三股町交流拠点施設整備事業ってなぁに？

天候にかかわ
らず出かける
ことができる

ゆったりと
した空間

健康増進・
身近なスポーツの振興

健康増進
健康寿命を
のばす

スポーツに
親しみを

立ち寄りたくなる
三股の顔づくり

町外の人も
足を運びた
くなる

まちづくりの
歴史

昭和32年
都市計画道路事業着手

昭和47年
五本松団地・公営住宅整備

平成13年 総合文化施設
平成17年 三股町総合福祉センター
　　　　「元気の杜」

←地域おこし協力隊

　清
き よ

山
や ま

美
み

咲
さ

三股町では「五本松交流拠点施設
整備事業」に取り組んでいて、今年
度は事業の大本になる「基本構想」
を作ります。
この事業は「町民とともに考える」
ことに重点を置いていて、私もグラ
フィックハーベスティングという
手法を使って、皆さんの声を可視化
するお手伝いをしています。
今回は第1回から第3回までの町民
ワークショップの内容を、イラスト
を使ってご紹介します♪

ワークショップって？
様々な立場の人が集まっ
て、自由に意見を出し合い、
お互いの考えを尊重しなが
ら意見や提案をまとめ上げ
ていく場です。

第２回「まちの戦略を考えよう！」

第1回「まちの状況を知ろう！」

第3回「拠点づくりのイメージを描こう！」

まち全体の魅力や課題
について意見を出し合
いました。

4つの地域ごとの魅力や課題に
ついて意見を出し合いました。

三股町（拠点）に必要な役割につい
て意見を出し合いました。

４つの地域

まち全体

高速道路が
近い 車が不可欠

若い世代が
増加 買い物が不便

北部

自然が豊か
水がキレイ

長田米など食べ物が
美味しい

PR不足

東部
三股の中心地や
都城市へ行きやすい 買い物が不便

自然が豊か 車が不可欠

南部

生活利便性
が高い

駅周辺の
活性化

主要な施設が
集まっている

若者の活躍の場が
少ない

中央

人柄がよい
自然景観が
良い

施設の老朽化

交流の場が少
ない

駅周辺の活
性化

歴史・伝統
文化がある

自己表現の場

働く場が少ない

平成21年～26年
駅周辺整備

飲食・買い物

生涯学習 温浴施設・屋内プール・
フィットネス

拠点の役割

資源を活かし
きれていない

利用しやすい
（料金やアクセス等）

学習の場

遊びの場

雨天・炎天下
でも遊べる場

交流

健康づくり

子どもの
居場所

五本松
交流拠点

町民とともに考え、

町民とともにすすめる

三股町 五本松交流拠点施設推進室
（担当：河野、宮元、清山）
TEL：0986-52-1120　FAX：0986-52-4944
メール：suisin-k@town.mimata.lg.jp

［お問い合わせ先］

3. 五本松団地跡地を活用した魅力あるまちづくり
に向けて町民ワークショップを行っています！

これから

どんなまちづくりが

できるのかなぁ?

健康・交流・にぎわい

がテーマ

第４回、第５回も開催します

←ＷＳの詳細はコチラから

第１回 第２回 第３回
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C U L T U R E

L I B R A R Y

大人も一緒に「食育」
健康バランス食実践のために

旬の食材は　おいしい！栄
養価が高い！安い！といい
こと尽くしです。旬の食材
を使った健康バランス食を
紹介します。ご家庭での献
立にご利用ください。

12 月の旬の食材
・カブ
・ニンジン
・水菜
・ユズ
・リンゴ
※材料は全て 1 人分です

■ 主食 / ごはん
168㌔㌍　塩分 0㌘
材　料　 ごはん…100㌘

■ 主菜 / ミートボールとカブのトマト煮
331㌔㌍　塩分 1.5㌘
材　料　 豚ミンチ…80㌘、●タマネギ…20㌘、●パン粉…大

さじ１、●溶き卵…1/4 個分、●塩…小さじ 1/12、●
コショウ…少々、●ナツメグ…少々、カブ（小）…１
個（70㌘）、シメジ…1/4 パック、タマネギ…50㌘、
ニンジン…30㌘、バター…小さじ 1、白ワイン…大
さじ 1、トマト缶…100㌘、塩小さじ…1/6、ローリエ
…適量

作り方　 ①カブは皮をむき一口大の乱切りにする。タマネギは
薄切り、ニンジンは 5ミリ厚さの輪切り、シメジはほ
ぐす。②●タマネギをボウルにすりおろし、残りの●
の材料を全部入れ、よく混ぜる。豚肉も加えよくまぜ
る。4 個に等分して丸める。③フライパンにバターを
溶かし、ミートボールを入れ、全体に焼き目をつけて
取り出す。④そのままのフライパンでタマネギを焦が
さないように炒める。ニンジン、カブ、シメジも加え
弱火で炒める。全体に油が回ったら白ワインを加え、
フタをして蒸し煮する。⑤トマトを潰しながら加え、
ローリエ、塩、ミートボールも加えてフタをして 20 ～
30 分ほど煮込む。

■ 副菜 / クリームチーズと水菜の柚子風味
93㌔㌍　塩分 0.5㌘
材　料　 クリームチーズ…20㌘、水菜…20㌘、ユズの皮（す

りおろし）…小さじ１ /2、しょう油…小さじ 1/3、オ
リーブ油…小さじ 1/2

作り方　 ①水菜は 3㌢長さに切る。すりおろしたユズの皮と混
ぜ、皿に盛る。②クリームチーズを小さくちぎって散
らし、しょう油とオリーブ油を振りかける。

■ 副菜 / 長芋のわさび和え
34㌔㌍　塩分 0.5㌘
材　料　 長芋…50㌘、白だし…小さじ 1/2、ワサビ…小さじ

1/4、刻み海苔…少々
作り方 　 ①ポリ袋に白だしとワサビを入れよく混ぜる。②長芋

の皮をむき５㍉の半月切りにする。ポリ袋に入れ、全
体に調味料を絡める。冷蔵庫で１時間以上寝かせる。
③皿に盛り、刻み海苔を飾る。

■ もう一品 / りんご
54㌔㌍　塩分 0㌘
材　料　リンゴ…100㌘　

★
文
化
会
館
の
主
催
公
演
（
12
月
）

宮
沢
賢
治
の
名
作
の
人
形
劇
！

12
月
11
日
、
人
形
劇
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
が

行
わ
れ
ま
す
。

大
阪
の
老
舗
人
形
劇
団「
ク
ラ
ル
テ
」が
宮

沢
賢
治
の
名
作
を
人
形
劇
に
し
ま
し
た
。
一

緒
に
、
銀
河
の
旅
に
で
か
け
ま
し
ょ
う
！

０
歳
か
ら
楽
し
め
る
コ
ン
サ
ー
ト

12
月
21
日
、
小
さ
な
音
楽
会
の
「
お
い
で

お
い
で X

'm
as X

'm
as

コ
ン
サ
ー
ト
」
が
行

わ
れ
ま
す
。

こ
の
公
演
は
、
０
歳
か
ら
楽
し
め
る
毎
年

好
評
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

出
演
は
、
歌
手
・
川か
わ

﨑さ
き

圭け
い

子こ

を
中
心
に
県

内
で
活
躍
し
て
い
る
演
奏
家
で
構
成
さ
れ
た

「
小
さ
な
音
楽
会
」
で
す
。

家
族
み
ん
な
で
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
聞

い
て
、
歌
っ
て
、
一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
を

文
化
会
館
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

■
詳
し
く
は
、
本
誌
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

み
ま
た
・
演
劇
物
産
展
２
０
１
９
第
２
弾
！

10
月
19
～
20
日
、
福
岡
の
劇
団
「P

プ
イ
エ
イ

U
Y

EY

」

に
よ
る
「U

ア
ッ
プ

P

」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

物
語
は
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
を
呼
ぼ
う
と
山
を
登
る

高
校
生
２
人
と
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
が
出
会

い
繰
り
広
げ
ら
れ
る
笑
い
と
感
動
の
お
話
。

３
年
続
け
て「
み
ま
た
ん
え
き
」で
公
演
し

て
い
る
高た
か

野の

桂け
い

子こ

と
五ご

島と
う

真ま

澄す
み

に
よ
る
こ
の

劇
団
は
、
今
年
も
、
豊
か
な
表
現
力
と
発
想

で
観
客
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

魂
に
響
く
音
楽
を

10
月
10
日
、
自
主
文
化
事
業
「
温
故
知
新

＋
魂
を
揺
さ
ぶ
る
歌
・
魂
に
響
く
和
太
鼓
Ⅱ
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

石い
し

井い

秀し
ゅ
う

弦げ
ん（
津
軽
三
味
線
）
と
上う
え

之の

園そ
の

謙け
ん

治じ
（
ド
ラ
ム
ス
＆
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
）に
よ
る

「
温
故
知
新
」の
毎
年
恒
例
の
コ
ン
サ
ー
ト
で

す
。
今
年
は
、ゴ
ス
ペ
ル
、和
太
鼓
と
ピ
ア
ノ

の
共
演
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
音
色
が
融
合
し
生

ま
れ
る
魂
に
響
く
音
楽
に
、
会
場
は
大
変
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

三股町立
文化会館
〒889─1901 三股町大字樺山3404─2
TEL.51-3462 FAX.51-3561

みまた・演劇物産展「 UP 」

昨年のクリスマスコンサート

三股町立
図 書 館
〒889─1901 三股町大字樺山3406─8
TEL.51-3200　FAX.51-3751

力をあわせて 2 色の大きなスライムを
作りました

秋の夜長にライブラリーナイトコンサート
を行いました

いきいき
げんき！

問い合わせ：町健康管理センター  ☎52−8481

毎 月19日 は
食 育 の 日

　
「
ボ
ク
シ
ン
グ
デ
ー
」と
は
ク
リ

ス
マ
ス
の
翌
日
で
、
現
在
で
は
ク

リ
ス
マ
ス
の
お
祝
い
の
延
長
で
あ

る
と
と
も
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
は
バ
ー
ゲ
ン
セ
ー
ル
や
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
の
日
で
も
あ
り
ま

す
。
ク
リ
ス
マ
ス
翌
日
で
あ
る
た

め
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
入
っ
て
い
た

箱
を
捨
て
る
日
だ
と
考
え
て
い
る

人
も
い
ま
す
。
し
か
し
実
際
の
起

源
は
何
世
紀
も
前
に
さ
か
の
ぼ
り
、

そ
の
こ
ろ
教
会
で
は
ク
リ
ス
マ
ス

の
翌
日
に
募
金
箱
を
開
け
、
教
区

の
貧
し
い
人
た
ち
に
配
っ
て
い
ま

し
た
。
19
世
紀
に
ビ
ク
ト
リ
ア
女

王
が「
ボ
ク
シ
ン
グ
デ
ー
」を
大
英

帝
国
す
べ
て
の
国
で
正
式
な
休
日

に
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
ク
リ
ス
マ

ス
に
雇
い
主
の
た
め
に
働
く
メ
イ

ド
や
運
転
手
な
ど
に
休
日
が
与
え

ら
れ
、
雇
い
主
が
彼
ら
へ
感
謝
の

印
に
小
さ
な
箱
に
入
れ
た
贈
り
物

を
渡
し
ま
し
た
。
現
在
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の「
ボ
ク
シ
ン
グ
デ
ー
」

に
は
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
や
ク
リ
ケ
ッ

ト
の
試
合
が
盛
ん
に
開
催
さ
れ
、

ま
た
大
作
映
画
が
公
開
さ
れ
る

日
で
も
あ
り
ま
す
。
私
は
毎
年
の

よ
う
に
家
族
を
連
れ
て
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
映
画

「
ホ
ビ
ッ
ト
」

を
見
に
行
っ

た
事
を
思
い

出
し
ま
す
。

外国語指導助手のコーナー

「ボクシングデー」

わたしたち協力隊の活動のようすを
お伝えします

『思いが輝くとき』

地域おこし協力隊：笠
か さ

島
し ま

 一
い ち

郎
ろ う

さん・幸
さ ち

代
よ

さん

地域おこし協力隊通信
vol.12

　『三股町には何があるの？』と知人からよく聞かれます。

『長田峡かな？』と地域の人からよく聞きます。「このまち

の大切な資源である長田峡をもっと多くの人に知っても

らいたい」。「新しい取り組みが始まっている事を感じても

らいたい」。そんな地域の思いがたくさん詰まった地域団

体「長田峡きらめき隊」が、今年から活動を開始していま

す。２回目の開催となった長田峡ライトアップ。地域の皆

さんで遊歩道の掃除や、ライト設置の手伝いをして盛り上

げます。点灯日初日に開催されたオープニングセレモニ－

に、東京から訪れていた友人も感動していました。大自然

の景観を光の演出で輝かせる取り組み。地域から湧き上が

る思いを丁寧に紡いで繋げてい

くことが、何よりも重要で、何よ

りも大切な表現(しごと)。言葉

より大切なのはきっと行動です。

町の栄養士から

本
を
紹
介
す
る
「
図
書
館
員
の
本
棚
」
や
、
保

存
期
間
を
過
ぎ
た
雑
誌
の「
雑
誌
リ
サ
イ
ク
ル

配
布
」、
声
に
出
し
て
詩
や
古
典
を
読
む
「
脳

の
運
動
音
読
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」な
ど
を
行
い
ま

し
た
。
今
年
は
じ
め
て
実
施
し
た
「
ス
ラ
イ
ム

づ
く
り
」
に
は
、
10
組
の
親
子
が
参
加
し
、
力

を
あ
わ
せ
て
２
色
の
ス
ラ
イ
ム
を
つ
く
り
ま

し
た
。「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
お
は
な
し
会
」
に
も
多

く
の
親
子
が
訪
れ
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
絵
本
、
ボ

デ
ィ
ー
シ
ー
ル
、
お
り
が
み
工
作
を
楽
し
み

ま
し
た
。
読
書
週
間
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、

図
書
館
や
読
書
を
身
近
に
感
じ
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ

12
月
22
日
（
日
）
午
後
３
時
か
ら
、
ク
リ
ス

マ
ス
お
は
な
し
会
を
行
な
い
ま
す
。
絵
本
で

ク
リ
ス
マ
ス
の
季
節
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。
ま
た
、
貸
出
用
に
も
絵
本
を
多
数
展
示
紹

介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
自
宅
で
も
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

■ 

休
館
案
内（
17
㌻
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
）

 「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ナ
イ
ト
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
開
催
し
ま
し
た

10
月
24
日
（
木
）
午
後
７
時
か
ら
「
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
行
な
い
、
60
人
ほ

ど
の
観
覧
者
が
音
楽
と
朗
読
を
楽
し
み
ま
し

た
。
出
演
は
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
天あ
ま

野の

る
り
子

さ
ん
と
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
演
奏
者
の
愛あ
い

川か
わ

義よ
し

夫お

さ
ん
。
秋
の
夜
長
に
、
美
し
い
歌
声
と

魅
力
あ
ふ
れ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の
音
色

が
館
内
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。
楽
曲
の
解
説

を
交
え
な
が
ら
日
本
の
童
謡
、
子
守
歌
や
ス

ペ
イ
ン
民
謡
な
ど
９
曲
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
ペ
イ
ン
の
詩
人
ヒ
メ
ネ
ス
の
作
品

「
プ
ラ
テ
ー
ロ
と
私
」
が
ギ
タ
ー
に
あ
わ
せ
て

朗
読
さ
れ
、
図
書
館
な
ら
で
は
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
な
り
ま
し
た
。

読
書
週
間
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た

10
月
27
日
か
ら
11
月
９
日
の
読
書
週
間
で

は
、
図
書
館
や
本
に
親
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を

多
く
行
い
ま
し
た
。「
か
し
だ
し
た
い
け
ん
」

で
は
、
１
６
３
人
の
子
ど
も
た
ち
が
借
り
る

本
の
貸
出
手
続
き
を
体
験
し
ま
し
た
。
ほ
か

に
も
特
設
展
示
で
は
、
図
書
館
の
お
す
す
め

ジョンストン・ナイジェル
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題話のちま

黄
金
色
の
稲
穂
に
歓
声

三
股
西
小
児
童
が
稲
刈
り
体
験

10
月
17
日
、三
股
西
小
学
校（
内う

ち

村む
ら

浩こ
う

二じ

郎ろ
う

校
長
、７
７
１
人
）の
５

年
生
児
童
が
、同
校
近
く
の
田
ん

ぼ
で
稲
刈
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、５
月
に
田
植
え
体
験

を
し
た
稲
が
収
穫
時
期
を
迎
え

た
も
の
で
、子
ど
も
た
ち
は
鎌
を

使
っ
て
丁
寧
に
刈
り
取
っ
て
い
ま

し
た
。農
業
生
産
法
人
よ
し
き
農

園（
和わ

田だ

善よ
し

秋あ
き

理
事
長
）の
メ
ン

バ
ー
の
協
力
を
受
け
て
、テ
ン
ポ

よ
く
無
事
に
収
穫
は
完
了
。

精
米
さ
れ
た
米
は
、11
月
に
同

校
で
餅
つ
き
大
会
を
行
い
、協
力

者
を
招
待
し
お
礼
と
し
て
振
る
舞

わ
れ
ま
す
。

「
第
29
回
三
股
町
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」は
、11
月
９
～
10
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、ふ
れ
あ

い
中
央
広
場
を
主
会
場
に
開
か
れ
、延
べ
５
万
７
千
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、地
場
産
業
や
文
化
の
発
展
な
ど
を
目
的
に
、町
や
商
工
会
、Ｊ
Ａ
都
城
三
股
支

所
、各
種
民
主
団
体
な
ど
で
構
成
さ
れ
る「
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会
」が
企
画
し
た

も
の
で
す
。メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
を
中
心
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
多
彩
な
催
し
に
、会
場
は
来

場
者
の
熱
気
で
終
始
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、町
武
道
体
育
館
で
は
、同
２
日
間
、「
第
29
回
三
股
町
文
化
祭
」を
開
催
。個
人
や
団

体
か
ら
出
展
さ
れ
た
書
道
、絵
画
や
創
作
物
な
ど
２
８
９
４
点
の
力
作
を
展
示
し
ま
し
た
。

Topics

５
万
７
千
人
の
熱
気
あ
ふ
れ
る

第
29
回
三
股
町
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

福
祉
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り

10
月
19
日
、町
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
元
気
の
杜
」で「
第
23
回
み

ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り
」（
町

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
・
町

社
会
福
祉
協
議
会
主
催
）が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
自
分
に
で

き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
見
つ

け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
毎
年

開
か
れ
て
い
ま
す
。会
場
内
で
は

物
品
販
売
、読
み
聞
か
せ
や
押
し

花
体
験
な
ど
を
実
施
。メ
イ
ン
ス

テ
ー
ジ
で
は
、

舞
踊
、
演
奏

や
手
話
な
ど

が
披
露
さ
れ

来
場
者
を
楽

し
ま
せ
ま
し

た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
輪

は
着
実
に
広

ま
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

保
健
体
育
の
授
業
で
有
効
活
用

弓
道
具
贈
呈
式

10
月
30
日
、
町
弓
道
場
で「
武

道
単
元
に
必
要
な
弓
具
贈
呈
式
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。中
学
校
体
育

で
の
武
道
実
施
を
受
け
、三
股
中

が
令
和
２
年
１
月
か
ら
弓
道
の
授

業
を
行
う
の
に
あ
わ
せ「
授
業
に

役
立
て
て
ほ
し
い
」と
全
国
弓
道

連
盟
か
ら
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
生
徒
代
表
や
指
導
者
な

ど
が
出
席
。県
弓
道
連
盟
の
重し

げ

信の
ぶ

和か
ず

行ゆ
き

会
長
が「
礼
儀
作
法
や
正
し

い
姿
勢
が
身
に
付
く
弓
道
を
授
業

に
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
感
謝
し

ま
す
。三
股
は
立
派
な
道
場
と
実

績
あ
る
指
導
者
の
も
と
優
秀
な
成

績
を
残
し
て
い
ま
す
」と
あ
い
さ

つ
。生
徒
代
表
で
戸と

髙だ
か

瑠る

菜な

さ
ん

と
愛あ

い

川か
わ

翔し
ょ
う

太た

さ
ん
が
弓
具
を
受
け

取
り
、
石
崎
教
育
長
が「
弓
道
が

盛
ん
な
地
域
の
特
色
を
生
か
し
、

授
業
に
活
用
し
ま
す
」と
お
礼
を

述
べ
ま
し
た
。

ド
ラ
フ
ト
指
名
選
手
が
表
敬
訪
問

武
藤
外
野
手
が
楽
天
入
団
報
告

11
月
６
日
、プ
ロ
野
球
の
東
北

楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
か

ら
ド
ラ
フ
ト
４
位
指
名
を
受
け
、

契
約
合
意
し
た
町
内
の
都
城
東
高

等
学
校
３
年
の
武む

藤と
う

敦あ
つ

貴き

外
野
手

が
、木
佐
貫
町
長
に
入
団
報
告
を

し
ま
し
た
。
同
校
創
立
以
来
、
初

の
プ
ロ
野
球
選
手
の
誕
生
と
な
り

ま
す
。
武
藤
外
野
手
は
、
同
校
野

球
部
の
河
野
譲
次
監
督
ら
学
校
関

係
者
と
訪
れ
、
町
長
は「
プ
ロ
野

球
選
手
と
し
て
の
今
後
の
活
躍
を

町
と
し
て
も
応
援
し
て
い
ま
す
」

激
励
し
ま
し
た
。

武
藤
外
野
手
は「
プ
ロ
の
世
界

は
大
変
厳
し
い

が
、
乗
り
越
え

て
い
け
る
よ
う

な
精
神
力
を
身

に
付
け
た
い
」

と
抱
負
を
語
り

ま
し
た
。

記
念
式
典
を
開
催

三
股
西
小
が
創
立
30
周
年

10
月
21
日
、三
股
町
立
三
股
西

小
学
校
の
創
立
30
周
年
記
念
式
典

が
、同
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。式
典
に
は
全
校
児
童
を
は

じ
め
、三
股
町
長
、教
育
長
、歴
代

校
長
な
ど
が
出
席
。全
校
児
童
に

記
念
品
と
し
て
、航
空
写
真
入
り

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
、三
股
西
小
応

援
歌
と
記
念
誌
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。ま
た
児
童
を
代
表
し
て
６
年

の
中な

か

武た
け

愛ま
な

実み

さ
ん
が「
私
た
ち
の

母
校
三
股
西
小
を
、そ
し
て
ふ
る

さ
と
三
股
町
を
大
切
に
し
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
。
式
典
後
、
同
校
に

縁
の
あ
る
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
大お

お

野の

勇ゆ
う

太た

さ
ん
の
コ
ン
サ
ー

ト
を
行
い
ま
し
た
。最
後
に
児
童

と
大
野
さ
ん
が
作
詞
し
た「
三
股

西
小
学
校
応
援
歌
」を
全
校
児
童

で
合
唱
。30
年
の
節
目
に
児
童
た

ち
は
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
ま

し
た
。

宮村小の大太鼓踊り

中米ジャンカン馬踊り保存会

サンバカーニバル in 三股

橘大鼓「響座」 子どもたちに大人気の「ミマタレンジャー」

来場者の目を楽しませた文化祭 m
マ イ ミ
aimiライブ

鋼鉄歌謡バンド
「M

ミ ユ キ ン グ

IYUKING」ライブ L
ラ ン ド
and C

セ ル
ellライブ

多くのブースや屋台が立ち並びました３種類の鍋600食が提供された「夜鍋談議」
「みまたん絵」会長賞を受賞した
宮村小２年、児

こ

玉
だま

 楓
ふう

芽
が

さんの作品

小お

濵ば
ま　

優ゆ
う

さ
ん

（
三
股
西
小
５
年
）

「
田
植
え
し
て
か
ら
、今
日
が
来
る
の
が
待
ち
遠

し
か
っ
た
。み
ん
な
で
お
餅
を
食
べ
る
の
が
楽

し
み
で
す
」

参
加
者

子どもたちが木に親しんだ
木工教室

ナイスゴール？
（ラグビパスターゲット）
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お知らせ Mimata Information

出する場合や、世帯の状況が変わっ
て就学援助の要件に該当しなくなっ
た場合は対象となりません。また、
入学前支給を受けた後で、町外へ転
出した場合は、転出先自治体へ「新
入学児童生徒学用品費」の支給を
行ったことを通知します。
■提出期限＝
お子さんが在学する（入学予定の）各
小・中学校にお問い合わせください。
※�12月２日（月）から各小中学校で申
請書を配布します。

①�新小学1年………就学時健康診断を
受けた小学校に取りに行ってください。
②�新小学2年〜中学１年………就学援
助希望調査で「希望します」と回答し
た人には現在在学中の小学校で配布
③�新中学2・3年…就学援助希望調査で
「希望します」と回答した人には現在
在学中の中学校で配布
■認定審査の方法＝　
提出した申請書などにより、学校長
と民生委員・児童委員などの意見を
参考にしながら町教育委員会で審査
して認定します。
■審査結果のお知らせ＝
「新入学児童生徒学用品費」の入学前
支給を希望した申請者には３月上旬
ごろ、その他の申請者には４月中旬
ごろにお知らせします。
■お問い合わせ＝
教育課　学校教育係　
☎52－9314（直通）

都城税務署では、事業者を対象に、
消費税軽減税率制度に関する説明会を
開催します。多くの事業者に関係のあ
る制度ですので、ぜひご参加ください。
■日程＝12月17日（火）、18日（水）
■�時間＝両日とも午後３時～４時（受
付は２時30分から）

■場所＝都城税務署　２階会議室
（都城市上町２街区11号都城合同庁
舎内）

※�詳しくは、国税庁の公式サイト
　www.nta.go.jpをご覧ください。
■申し込み・お問い合わせ＝
都城税務署　法人課税第１部門
☎22－4383（直通）

スポーツを通して障害に対する県民
の理解を深め、障害者の社会参加を推
進することを目的に「宮崎県障がい者ス
ポーツ大会」を開催します。
さまざまな競技が行われます。また
初心者でも出場できますので、ぜひご
参加ください。
■開催期日＝令和２年５月10日（日）
■場所＝県総合運動公園ほか
■�参加資格＝県内に住む13歳以上（令
和２年４月１日現在）の人で、次の要
件を満たす人。

①�身体の部：身体障害者手帳の交付を
受けている人。
②�知的の部：療育手帳の交付を受けて
いる人、またはこれに準ずる障害が
ある人。
③�精神の部：精神保健福祉手帳の交付
を受けている人、またはこれに準ず
る障害がある人。
■開催競技＝

■申込期限＝令和２年１月24日（金）
■申し込み・お問い合わせ＝
福祉課�社会福祉係
☎52－9061

放送大学は、令和2年4月からの入学
生を募集しています。放送大学では、10
代から 90代の幅広い世代、約 9万人の
学生が、「大学を卒業したい」「学ぶこと
を楽しみたい」など、さまざまな目的で
学んでいます。テレビでの授業だけで
なく、インターネットでの受講も可能
です。心理学・福祉・経済・歴史・文学・
情報・自然科学など、約 300の幅広い授
業科目があり、１科目からでも学ぶこ
とができ、卒業すれば学士を取得でき
ます。放送授業１科目の授業料は11,000
円（入学金は別途必要）。半年ごとに学
ぶ科目分だけの授業料を払うシステム
です。また、半年だけ在学することも可
能です。全国に学習センターやサテラ
イトスペースがあり、サークル活動な
どの学生の交流も行われています。
■�出願期間=〈第１回〉令和2年2月29
日まで／〈第２回〉3月17日まで

※�資料を無料で差し上げます。お気軽
に次の場所までご連絡ください。
■お問い合わせ、資料請求先=
放送大学宮崎学習センター
☎0985－53－1893
放送大学の公式サイト
http://www.ouj.ac.jp

■寄付者一覧
令和元年10月1日から10月31日まで
社会福祉法人　三股町社会福祉協議会
●忌明寄付

●一般寄付……………………… なし

　町教育委員会では経済的な理由で就
学が困難な児童、生徒の保護者に対し
て、学校給食費や学用品費などの経費
の一部を援助しています。援助を希望
される人は、お子さんの在学する（入学
予定の）学校へ申請を行ってください。
■援助を受けることができる人＝
生活保護受給者に準ずる程度に困窮
しており、町就学援助規則第２条に
該当する保護者。
■援助の内容＝
①学用品費、通学用品費　②新入学
児童生徒学用品費・通学用品費（年
度当初に認定された新小学・新中学
１年生のみ）③校外活動費　④修学
旅行費　⑤学校給食費⑥医療費　⑦
日本スポーツ振興センター災害共済
掛金
※�いずれも別に定める限度額の範囲内
で援助します。
■申請方法＝
・�各学校に用意してある「就学援助費受
給申請書」に必要事項を記入し、必要
書類を添えて、お子さんの在学する
（入学予定の）学校に提出してください。
※申請書は、学校ごとに１枚必要です。
※�手続きは、現在受給中の人も毎年必
要です。
■ �「新入学児童生徒学用品費」の入学前
支給＝
来年度、新小学1年生または新中学1
年生になるお子さんの保護者に対し
て、「就学援助の内容」のうち、入学
前に「新入学児童生徒学用品費」を支
給します。
※�入学前支給を申し込むことができる
人は、次の要件をすべて満たす人です。

（１）�「就学援助を受けることができる
人」に該当すること

（２）�申請する時点で町内に住んでいる人
（３）�お子さんが町立の小・中学校また

は国、県が設置する小・中学校に
入学予定の人

※�令和２年３月31日以前に町外へ転

愛のご寄付

●年　末
【ごみステーションの収集最終日】
　■燃えるごみ＝12月30日（月）
　■燃えないごみ＝12月26日（木）
　■資源ごみ（空き缶・瓶）＝12月19日（木）
　■資源ごみ（白色トレイ・ペットボトル）＝12月12日（木）
※�①きちんと分別して②指定ごみ袋に入れて③収集日の午前８時までにごみス
テーションに出してください。

【個人による搬入最終日】
　■燃えるごみ＝12月30日（月）
　■場所＝都城市クリーンセンター
　■時間＝午前８時30分～正午、午後１時～４時30分 

※ごみ処理手数料が掛かります。
・家庭ごみ＝50㌔ごとに250円

　■埋め立てごみ・資源ごみ（紙類・空き缶・瓶・白色トレイ・ペットボトル）
　　 ＝12月30日（月）
　■場所＝町一般廃棄物最終処分場
　■時間＝午前８時30分～正午、午後１時～４時30分
　※�各施設とも年末は特に混雑が予想されます。事前に分別をしっかり行って、
円滑なごみ処理にご協力ください。

●年　始（令和２年）
【ごみステーションの収集開始日】
　■ 燃えるごみ＝１月６日（月）
　■ 燃えないごみ＝１月23日（木）
　■ 資源ごみ（空き缶・瓶）＝１月16日（木）
　■ 資源ごみ（白色トレイ・ペットボトル）＝１月９日（木）

【個人による搬入開始日】
　■ 燃えるごみ＝１月５日（日）から平常どおり
　■ 場所＝都城市クリーンセンター
　■ 埋め立てごみ・資源ごみ（紙類・空き缶・瓶・白色トレイ・ペットボトル）

＝１月４日（土）から平常どおり
　■ 場所＝町一般廃棄物最終処分場
　■ お問い合わせ＝

環境水道課�環境保全係 ……………☎52－9082
都城市クリーンセンター …………☎45－6677
一般廃棄物最終処分場 ……………☎52－5424

年末年始のごみスケジュール

※�都城市リサイクルプラザでも、燃えないごみや資源ごみのほか、再利用でき
る家具や、使用可能な自転車などの受け入れを行っています。詳しくはお問
い合わせください。　都城市リサイクルプラザ　☎36－3900

【し尿処理】　 ■電話受け付け＝12月24日（火）まで
■最終収集日＝12月28日（土）まで　
■年始業務開始＝１月６日（月）から
■お問い合わせ＝㈱都城北諸地区清掃公社☎38－0234

放送大学の入学生を
募集します

令和２年度三股町就
学援助希望者の申
請を受け付けます

事業者向け消費税軽
減税率制度説明会
を開催します

第19回「宮崎県障が
い者スポーツ大会」
の出場者を募集し
ます

競技種目 身体の部 知的の部 精神の部

陸上競技 ○ ○

水泳 ○ ○

卓球 ○ ○ ○

アーチェリー ○

フライングディスク ○ ○

ボウリング ○

バレーボール（精神） ○

ミニバレーボール ○

グラウンド・ゴルフ ○

ボッチャ ○

寄 付 者 続柄 故人名 年齢 地区 金額
轟木 秀

しゅう

一
いち

父 秀
ひで

明
あき

92 山王原 ５万円
初 森 修 一 伯父 徳田畩

けさ

利
とし

90 餅原 ３万円
指 宿 典

のり

夫
お

父 久
ひさし

88 上新 ３万円
茨 木 博 之 父 安

やす

紀
のり

79 梶山 ３万円
堀 内 勝 義 兄 國

くに

義
よし

83 中米 ２万円
福永 流

りゅう

子
こ

父 重
しげ

宏
ひろ

81 蓼池 ３万円
飯 田 幸

ゆき

春
はる

母 トミ子 95 上米 ３万円
大 村 富 子 義姉 セツ 90 上米 ３万円
川 﨑 朋 子 父 上

かみ

牧
まき

政盛 83 東原 ２万円
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保健と福祉 Mimata  Health & Welfare Guide

健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52－8481
●赤ちゃん健診

■期日＝令和２年１月９日（木）
■受付時間＝午後１時～１時30分
■対象者＝平成30年12月・令和元年6月、10月生まれ
■ 準備するもの＝母子健康手帳（おっぱい相談希望者は

タオル３枚程度をお持ちください）
※ 子どもの月齢に応じて医師の診察をします。おっぱい相

談や栄養相談も実施しますので、ぜひご利用ください。
●２歳６か月児歯科健診

■期日＝令和２年１月23日（木）
■受付時間＝午後１時～１時30分
■対象者＝平成29年6月1日～ 7月31日生まれ
■準備するもの＝母子健康手帳
※ 当日は歯科の診察を行います。希望する人には、こと

ばの相談、栄養相談も実施しますので、ぜひご利用く
ださい。

●３歳６か月児健診
■期日＝ 12月19日（木）
■受付時間＝午後１時～１時30分
■対象者＝平成28年5月1日～ 6月30日生まれ
■準備するもの＝母子健康手帳、質問票、検尿

※ 希望する人には、ことばの相談、心理相談や栄養相談も
実施しますので、ぜひご利用ください。

子育て支援センターからのお知らせ
●子育て支援センター　☎52－8101
●子育て支援センターに遊びに来ませんか？

子育て支援センターは、町総合福祉センター「元気の杜」
の中にあります。利用できるのは、未就学の子どもと保護
者です。（保護者同伴が原則）。

月～金曜の午前９時～正午までと、午後１時～３時に開
放しています。また開放日に合わせて、毎月楽しい行事や
教室を行っています。詳しくは、町社会福祉協議会の公式
サイトでも情報を掲載しています。
「子どもと遊べる場所を探している」「お友達をつくりた
い」お母さんは、ぜひ親子で遊びに来てください。
●救急法講習会

乳幼児に対する心肺蘇生法と AED の使用法について実
技を交えて実施します。お子さんと一緒に参加できます。

■期日＝12月17日（火）
■時間＝午前10時30分～午前11時30分
■講師＝南消防署救命士

●英語であそぼう
外国語指導助手（ALT）の先生と一緒に英語に慣れ親し

みながら楽しい時間を過ごしましょう。
■期日＝毎週水曜日（12月25日は休み）

■時間＝午後１時30分～ 2時30分
■講師＝ライト・デレック先生、リプリー・カラリー先生

●友達つくろう！一緒にあそぼう！
子育て中のママたちのサークル「いもん子クラブ」と手

遊びや製作を通して触れ合いましょう。
■期日＝ 12月19日（木）　
■時間＝午前10時30分～ 11時　　　

●ふわふわ布絵本
ボランティアグループ「ふわふわ布絵本の会」の手作り

の作品を使ったおはなし会です。
■期日＝ 12月24日（火）　
■時間＝午前10時45分～ 11時15分

●西村楽器サンクスコンサート
エレクトーン 60 周年を記念したコンサートです。親子

で歌とエレクトーンの演奏を楽しみましょう。
■期日＝ 12月26日（木）
■時間＝午前10時30分（約40分）
■演奏＝ヤマハ音楽教室講師

●おはなし会
読み聞かせボランティアグループ「おおきな木」による

読み聞かせを行います。
■期日＝令和2年1月9日（木）
■時間＝午前10時30分～ 11時

●誕生会（12・1月生まれのお友達）
誕生日のお友達をみんなでお祝いしましょう。
■期日＝令和2年１月14日（火）
■時間＝午前10時～ 11時

ファミリー・サポート・センターたんぽぽから
のお知らせ
●ファミリー・サポート・センターたんぽぽ　☎51－5688
　当センターは、ご近所で助け合う子育てを一時的に有料
で助け合う組織です。”依頼者は信頼・安心して預け、提
供者は大切にかわいがって預かってくれる”そんな、お互
いにとって優しさや喜びが響き合う事を大切にしながら活
動しています。 

　育児を頑張りすぎていませんか？地域の人に甘えてみま
せんか？一人で悩まず、気軽に相談だけでも来てくださ
い。急な用事に備えて、登録（無料）している人もたくさん
います。
●まかせて会員の養成講習会を行います。
　短距離の送迎や短時間育児など、困っているお母さんや
お父さんのお手伝いをしてみませんか？
　預かる子どもの年齢、時間や援助内容は選ぶことができ
ます。講習会で基本的な知識を身に付けてから援助開始と
なります。※実際に活動するかどうかは、講習後に決める
事ができます。

■ 日時＝令和2年2月5日（水）午前8時40分（午前8時
30分受付開始）～午後3時30分、

　2月6日（木）午前8時50分～ 11時
■場所＝町総合福祉センター「元気の杜」
■ 内容＝保健師、小児科医、臨床心理士、管理栄養士、

保育士の講習を行います。
※短時間に分けた受講や、託児希望者はご相談ください。
■お申込み・お問い合わせ＝
　ファミリー・サポート・センターたんぽぽ☎51－5688
（町総合福祉センター「元気の杜」子育て支援センター内）

　※ 時間外の場合は留守番電話に、お名前と電話番号を残
してください。

健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52－8481
●リズムウォーキング
　健康運動実践指導者の指導で、音楽に合わせて歩く動作
を中心としたストレッチ運動をします。運動を始めるきっ
かけづくりとして参加してみませんか・

■期日＝令和２年１月20日（月）
■時間＝午前10時～ 11時
■準備するもの＝運動靴、タオル、水分
■場所＝町健康管理センター
※動きやすい服装でお越しください。

●ノロウイルスに注意しましょう！
　ノロウイルスによる感染性胃腸炎や食中毒は、一年を通
して発生していますが、特に冬季に流行します。ノロウイ
ルスは手指や食品などを介して、経口で感染し、腸内で増
殖し、嘔吐、下痢や腹痛などを起こします。感染力が非常
に強く、少量のウイルスでも感染・発症しますので、感染
予防、感染の拡大防止に努めましょう。
～日常生活で気をつけること～
・ 帰宅直後、調理の前後、食事の前やトイレの後は必ず手

を洗いましょう。
・ 適度な運動、栄養や睡眠などを十分にとって体調を管理

しましょう。
・調理器具は家庭用塩素系漂白剤で消毒しましょう。
・加熱が必要な食材は、中心までしっかり加熱しましょう。

地域包括支援センターからのお知らせ
●地域包括支援センター　☎52－8634・9063
●認知症のことをもっと身近に感じてほしい
　～ふるさとまつりでブース出展～
　「認知症の人と子ども達がふれあう機会を提供し、立ち
寄った人に認知症をより身近に感じてもらう」ことを目的
に、ふるさとまつりでブースを出展しました。今年は、認

知症にまつわるクイズに答えてスタンプを集めると、
「ヨーヨーすくい」や「スーパーボウルすくい」で遊べるコー
ナーや、グループホームを利用している皆さんとお茶を飲
みがら、ふれあえる「カフェスペース」を設置。　大勢の来
場者の皆さんに立ち寄っていただき、大盛況のまま終える
ことができました。　

11 月 9 日、10 日に開催された「ふるさとまつり」では、
10 日に子どもが遊べるコーナーやカフェスペースを設置
し、啓発活動を行いました。
●認知症サポーターリーダーとは？

町では、認知症になっても住み慣れた地域でいつまでも
暮らせるようなまちを目指して活動している人たちを「認
知症サポーターリーダー」と呼んでいます。

町内で現在 40 人程度のリーダーの皆さんが、自分ので
きる範囲で活動しています。リーダーの皆さんと一緒に活
動をしてくださる人を募集しています。資格は不要です。
認知症に理解があり、より住みやすいまちになるように一
緒に活動してみませんか？

興味のある人は、町地域包括支援センターまで気軽にご
連絡ください。
●足もと元気教室

■日程＝12月15日～令和２年1月14日までの分

■�準備するもの＝体操のできる服装、シューズ、水分補給用の飲み物
※12月1日～ 14日の日程は、「広報みまた」先月号をご参照ください。

・子育てを手助けしてほしい人 → おねがい（依頼）会員
・子育てを援助したい人 → まかせて（提供）会員

地区名 日　程 時　間 場　所
1 地区 12月20日（金） 午前9時30分～11時 第 1地区分館

3地区 １月９日（木） 午後1時30分～3時 第 3地区分館

4地区 12月18日（水） 午前9時30分～11時 第 4地区分館

5地区 12月19日（木） 午後1時30分～3時 轟木集落館

蓼池 12月19日（木） 午前9時30分～11時 蓼池児童館

餅原 12月16日（月) 午前9時30分～11時 餅原営農研修館

三原 12月18日（水） 午後1時30分～3時 三原コミュニティセンター

中原
12月25日（水）

午前9時30分～11時 中原コミュニティセンター
１月８日（水）

下新 １月10日（金) 午前9時30分～11時 第 7地区分館

8地区 12月27日（金） 午前9時30分～11時 第 8地区分館

9地区
12月25日（水）

午後1時30分～3時 第 9地区分館
１月８日（水）
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生活と税 Life & Tax

・町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！ ・この社会 あなたの税が生きている ・たばこは町内で買いましょう

■税 ● 税務財政課からのお知らせ

交通事故（人身）発生ワースト順位 ◎県内第17位／令和元年9月30日現在（全26市町村中）※ワースト…悪い方からの順位

23
歳
　
Ｈ
・
Ｍ

「
明
日
は
我
が
身
」
③

※ 贖いとは、罪を償うという意味。
　ここに掲載してある手記は、交通事
故を引き起こして刑務所で罪の償いを
している人たちの懺

ざ ん げ

悔の記録です。
　一瞬の過ちによって、家族、恋人、
友人など親しき人々から隔絶され、自
ら犯した罪を反省している様子が文
脈の端端から伝わってきます。
　このような悲惨な事故を引き起こさな
いよう、心の戒めにしていただきたいと
思います。
〔（一財）東京交通安全協会提供〕

交
通
事
故
は
も
う
た
く
さ
ん
…
…
…

贖あ
が
な

い
の
日
々

（
全
３
回
）

◎ 今月の表紙

『まなざし』

秋晴れのふるさとまつり
先月開催されたふるさとまつり（10㌻
に関連記事）のステージで行われた「サ
ンバカーニバル�in�三股」。写真のくるみ
保育園の男の子をはじめ、町内の幼稚園、
保育園の年長さんたちが「三股ばやし」
の軽快なリズムに合わせ、華やかな衣装
でダンスを披露。元気に踊る子供たちの
まなざしの先には、このまちの未来を担
う無限の可能性が広がっています。

12月25日（水）は納期限です
納期限内に納付しましょう。

●国民健康保険税（第6期）
口座振替は12月25日（水）が振替日です。また、再振替は令

和２年１月10日（金）に行います。前日までに預貯金口座の残

高確認をお願いします。

解約などで口座振替ができなかった場合は、「口座振替不

能用の納付書」を送付します。納付書に記載されている納付

場所で納めてください。

■問い合わせ＝納税管理係☎52－9635

「納税相談」をご利用ください
税金は納期限内に納めることが原則ですが、思わぬ事故、

病気や失業など、やむを得ない特別な事情があって納期限内

に納められないときは、印かんをお持ちの上、早めにご相談

ください。年度を繰り越す滞納とならないように、各種納税

相談を受け付けます。なお、夜間・休日の相談を希望する人は

お問い合わせください。

■問い合わせ＝特別収納対策係☎52－9634

償却資産申告書を送付します
地方税法の規定により、償却資産の所有者は、毎年1月1日

現在の償却資産所有状況を、1月31日までに申告することに

なっています。該当する償却資産の所有者には、申告に必要

な書類を12月末までに送付します。期限までに申告書の提出

をお願いします。申告書が届かなかった場合は、ご連絡くだ

さい。

■問い合わせ＝資産税係☎52－9636

私
は
、
そ
の
言
葉
を
聴
か
さ
れ
た
時
、
そ

の
通
り
だ
と
思
い
ま
し
た
。
仕
事
と
し
て
車

を
扱
う
以
上
は
、
普
通
の
人
よ
り
運
転
に
対

し
て
の
意
識
を
高
く
持
た
な
く
て
は
な
ら
な

か
っ
た
と
言
わ
れ
て
初
め
て
気
づ
き
ま
し
た
。

私
は
被
害
者
ご
遺
族
の
方
の
怒
り
と
悲
し
み

に
満
ち
た
お
言
葉
に
対
し
、た
だ
た
だ
、頭
を

下
げ
謝
罪
の
言
葉
を
言
う
事
し
か
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
ま
た
、
私
の
両
親
と
親
戚
が
一
緒

に
謝
罪
し
て
い
る
光
景
を
見
た
時
の
私
の
胸

中
は
、
両
親
に
対
し
て
申
し
訳
な
い
気
持
ち

と
と
も
に
、親
戚
に
対
し
て
も
遠
い
と
こ
ろ
か

ら
私
の
為
に
謝
罪
し
て
頂
い
て
い
る
こ
と
が

申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

し
た
。
私
の
犯
し
た
本
件
事
犯
に
よ
り
両
親

を
始
め
、多
く
の
方
々
を
悲
し
ま
せ
て
し
ま
っ

た
事
、ま
た
、失
望
さ
せ
て
し
ま
っ
た
事
を
後

悔
し
て
も
し
き
れ
ま
せ
ん
。こ
れ
が
、運
転
に

対
す
る
甘
い
考
え
と
慣
れ
に
よ
る
過
信
の
結

果
だ
と
思
い
ま
す
。

裁
判
で
禁
錮
１
年
10
月
の
実
刑
判
決
を
受

け
、
現
在
、
市
原
刑
務
所
で
反
省
と
償
い
の

日
々
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

「
交
通
犯
罪
」そ
れ
は
、ハ
ン
ド
ル
を
握
る
誰

し
も
陥
る
可
能
性
の
あ
る「
犯
罪
」で
す
。
車

が
走
っ
て
い
る
以
上
、
被
害
者
に
も
加
害
者

に
も
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。
そ
ん
な
、

悲
惨
な
交
通
犯
罪
に
よ
っ
て
、
そ
の
被
害
者

の
命
を
奪
っ
て
し
ま
っ
た
と
し
た
ら
一
生
後

悔
す
る
事
に
な
る
の
で
す
。
ま
た
、残
さ
れ
た

ご
遺
族
と
自
分
の
周
り
に
い
る
多
く
の
人
に
、

一
生
消
え
る
事
の
な
い
深
い
傷
と
悲
し
み
を

与
え
て
し
ま
う
事
を
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
全
て

の
方
に
お
伝
え
し
た
い
と
私
は
思
っ
て
お
り

ま
す
。

起
こ
し
て
か
ら
で
は
遅
い
で
す
。「
明
日
は

我
が
身
」だ
と
い
う
事
を
、
今
一
度
考
え
て
運

転
し
て
欲
し
い
で
す
。

※�休日急患診療機関の診療時間は午前9時〜午後6時です。やむを得ず変更する場合があります
ので、☎23-5555でご確認ください（夜間は都城夜間急病センター☎36-8890まで）。なお歯
科については☎25-4100にお問い合わせください。

くらしのカレンダー
令和元年12月１日（日）～令和２年１月２日（木）

みまたくらしのカレンダー

1 日

◎たけしたこども医院（小） ☎51-0005（三股町）

◎伊達クリニック（内・循） ☎36-7088（牟田町）

◎大岐医院（内・胃） ☎57-2025（山之口町）

◎柳田病院（脳・外） ☎22-4862（東　町）

◎もちお蛯原医院（整・形） ☎21-5355（蓑原町）

◎やの耳鼻咽喉科（耳鼻） ☎27-5222（吉尾町）

2 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
3 火 ◦可燃物
4 水

5 木

6 金 ◦可燃物
7 土

8 日

◎冨田医院（内・小） ☎23-4586（栄　町）

◎田口循環器科・内科クリニック（内） ☎24-0600（下川東）

◎長倉医院（内） ☎52-2109（三股町）

◎もりやま脳神経外科（脳） ☎21-6888（久保原町）

◎ならはら皮膚科医院（皮） ☎22-1455（志比田町）

◎いそいち産婦人科医院（産・婦） ☎22-4585（平塚町）

9 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
10 火 ◦可燃物
11 水

12 木 ◦白色トレイ・ペットボトル
13 金 ◦可燃物
14 土

15 日

◎城南病院（小・内） ☎23-2844（大王町）

◎松山医院（内・呼吸・リウ） ☎24-1046（上川東）

◎あきづき医院（内・心内） ☎36-0534（上水流町）

◎安藤胃腸科外科医院（消・外・内） ☎39-2226（豊満町）

◎橘病院（整） ☎23-7236（中　町）

◎小山田眼科医院（眼） ☎22-0710（松元町）

16 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
17 火 ◦可燃物
18 水 ◦図書館休館日
19 木 ◦缶・瓶
20 金 ◦可燃物
21 土

22 日

◎早水公園クリニック（内・小・外・消・アレ） ☎36-6117（早水町）

◎藤元総合病院（内） ☎22-1717（早鈴町）

◎瀬ノ口内科放射線科医院（内） ☎25-7780（都原町）

◎とまり内科外科胃腸科医院（内・外・胃） ☎52-1135（三股町）

◎酒井皮膚科医院（皮） ☎25-5322（北原町）

◎野田医院（産・婦） ☎24-8553（蔵原町）

◎12月の予定 23 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
24 火 ◦可燃物
25 水

26 木 ◦不燃物
27 金 ◦可燃物
28 土 ◦図書館休館日

29 日

◎ふくしまクリニック（内・消・小） ☎46-5001（下川東）

◎柏村内科（内） ☎22-2616（上　町）

◎ホームクリニックみまた（内・呼） ☎52-1348（三股町）

◎福島外科胃腸科医院（外・胃・整） ☎38-1633（都北町）

◎よしかわクリニック（麻・整・内） ☎23-9384（前田町）

◎武田産婦人科医院（産・婦） ☎22-0336（蔵原町）

◦図書館休館日

30 月

◎山内小児科医院（小） ☎22-0048（上　町）

◎すみクリニック（内） ☎36-7701（東　町）

◎海老原内科（内） ☎64-1211（山田町）

◎宗正病院（外） ☎22-4380（八幡町）

◎飯田整形外科クリニック（整） ☎46-5115（上　町）

◎永吉眼科医院（眼） ☎22-1530（姫城町）

◦可燃物 ◦図書館休館日

31 火

◎教山内科医院（内・小） ☎62-1205（高崎町）

◎ゆうクリニック（内） ☎46-6100（広原町）

◎戸嶋病院（内） ☎22-1437（郡元町）

◎仮屋外科胃腸科医院（外・胃・内・肛） ☎25-7712（志比田町）

◎ながはま整形外科（整） ☎46-7188（都北町）

◎吹上耳鼻咽喉科医院（耳鼻） ☎21-4133（鷹　尾）

◦図書館休館日

1 水

◎はしぐち小児科（小） ☎24-5500（都原町）

◎ベテスダクリニック（内） ☎22-1700（年見町）

◎坂田医院（内・消・胃） ☎51-2003（三股町）

◎まつもと心臓血管外科クリニック（循外・内） ☎36-8926（東　町）

◎池之上整形外科（整・リハ・リウ） ☎23-2311（上川東）

◎ふたみ眼科（眼） ☎38-5532（都北町）

◦図書館休館日

2 木

◎沖水こどもクリニック（小） ☎27-5656（太郎坊町）

◎鵜木循環器内科医院（循・内） ☎26-0008（花繰町）

◎佐々木医院（内） ☎62-1103（高崎町）

◎はまだクリニック（外・胃・肛） ☎45-2266（祝吉町）

◎倉内整形外科病院（整） ☎22-1252（上　町）

◎よしだ眼科クリニック（眼） ☎77-8817（三股町）

◦図書館休館日

◎１月の予定
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■
茶
じ
ょ
け

児
童
数
の
増
加
で
大
規
模
化
し

た
三
股
小
の
教
育
環
境
を
改
善

し
よ
う
と
、
分
離
新
設
校
と
し

て
平
成
元
年
４
月
に
開
校
し
た

三
股
西
小
学
校
。
当
時
、
中
学

３
年
生
だ
っ
た
私
は
、
同
校
校

区
に
住
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、

県
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
た
新

校
舎
へ
通
学
す
る
地
元
の
後
輩

た
ち
を
う
ら
や
ま
し
く
感
じ
ま

し
た
。
10
月
21
日
、
そ
の
西
小

の
30
周
年
を
祝
う
記
念
式
典
が

催
さ
れ
、
全
校
児
童
７
７
２
人

を
数
え
る
児
童
た
ち
が
一
同
に

集
ま
っ
た
体
育
館
は
、
活
気
に

満
ち
て
い
ま
し
た
。
▼
先
月
9
、

10
日
に
開
催
さ
れ
た
恒
例
の

「
第
29
回
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」。

◦男／11,795人◦女／13,637人◦合計／25,432人（前月比＋53人）
◦世帯数／10,351戸（＋29戸）◦出生／21人◦死亡／18人
◦転入／95人◦転出／45人

三股町の人口 令和元年11月１日現在

発行・編集／三股町  総務課
〒889-1995 宮崎県北諸県郡三股町五本松1番地1
TEL0986-52-1111（代表） FAX0986-52-4944
町公式URL ………  http://www.town.mimata.miyazaki.jp/
町FacebookURL…https://www.facebook.com/mimatatown

No.592
2019.

天
候
に
恵
ま
れ
、
大
勢
の
来
場

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
会
場
全

体
を
盛
り
上
げ
た
音
楽
ユ
ニ
ッ

ト「L

ラ

ン

ド

and C

セ

ル

ell

」
の
ラ
イ
ブ
最

前
列
に
は
、
ス
テ
ー
ジ
に
熱
い

声
援
を
送
る
西
小
の
子
ど
も
た

ち
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
メ
ン

バ
ー
の
一
人Y

よ

っ

ち

ゃ

ん

O
CCH

AN

こ
と

橋は
し

本も
と

愛よ
し

大ひ
ろ

さ
ん
は
、
西
小
の
出

身
で
、
か
つ
て
母
校
で
自
曲
の

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ（
Ｍ
Ｖ
）

を
撮
影
し
た
縁
が
あ
り
ま
す
。

校
舎
や
児
童
た
ち
が
登
場
す
る

Ｍ
Ｖ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で

「Land Cell   M
IN

AN
O

W
A

」

と
登
録
し
検
索
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。〈
セ
〉

永
橋
時
子

わ
が
里
の
お
い
し
い
水
は
裂
か
水
霧
島
山
系
め
ぐ
み
受
く
街

白
き
も
の
混
じ
り
て
光
る
子
の
髪
を
愛い

と

し
と
思
う
母
親
な
れ
ば

[

短
歌]  

◆
三
股
短
歌
会

【

】
都
城
市
と
三
股
町
の
水
道
水
は
盆
地
の
地
下
に
わ
き
出
る
霧
島
山
系

の
裂
か
水
が
水
源
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
と
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
私
た
ち
は
ど
こ
よ
り
も
お
い
し
い
三
股
の
水
を
誇
り
を

も
っ
て
飲
み
た
い
も
の
で
す
。

齢
四
十
も
半
ば
を
迎
え
ん
と
す
る
息
子
の
髪
に
光
る
も
の
が
増
え
て

き
ま
し
た
。母
親
に
と
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
子
ど
も
で
あ
る
と
い
う
こ

の
感
情
は
愛
お
し
さ
そ
の
も
の
に
尽
き
ま
す
。

250

三
浦
好
子

★

★

清し

水み
ず

　
朝あ

さ

陽ひ 

く
ん

楠く
す

元も
と

　
湊み

な

心と 

く
ん

◎ 
平
成
28
年
9
月
6
日
生
ま
れ（
3
歳
）

◎ 
清
水
健
三
さ
ん
・
佐
矢
香
さ
ん
の
次
男

◎ 

平
成
29
年
７
月
24
日
生
ま
れ（
2
歳
）

◎ 

楠
元　
寛
さ
ん
・
綾
子
さ
ん
の
長
男

家
族
の
元
気
の
素
の
あ
さ
く
ん
。
に
い
に
、ね

え
ね
と
こ
れ
か
ら
も
仲
良
く
遊
ん
で
、
お
お

き
く
な
っ
て
ね
。

わ
ん
ぱ
く
で
甘
え
ん
坊
、
笑
顔
が
最
高
に
可

愛
い
湊
心
く
ん
が
大
好
き
だ
よ
☆
元
気
で
優

し
い
子
に
育
っ
て
ね
!!

お
い
し
い
緑
茶
で
心
も
体
も
元
気
!!

北
風
が
身
に
染
み
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
寒
い
日
に
ぴ
っ
た
り
な
緑
茶
が
上
水

園
の「
バ
イ
オ
茶 

ホ
ッ
ト
」で
す
。

農
薬
や
化
学
肥
料
を
使
わ
ず
、
三
股
の
自

然
と
き
れ
い
な
水
で
育
っ
た
バ
イ
オ
茶
。

テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
に
入
っ
て
い
て
、
急
須
が

な
い
家
庭
で
も
、
ポ
ッ
ト
や
カ
ッ
プ
に
そ
の

ま
ま
入
れ
て
飲
む
こ
と
が
で
き
、
茶
殻
で
悩

む
心
配
も
な
く
大
変
使
い
や
す
い
お
茶
で
す
。

バ
イ
オ
茶
の
良
さ
は
そ
の
ま
ま
に
、
温
か
い

か
ら
こ
そ
の
甘
み
と
香
り
が
楽
し
め
ま
す
。

水
出
し
茶
が
苦
手
で
も
ホ
ッ
ト
な
ら
飲
め
る

と
い
う
人
も
多
い
よ
う
で
す
。

急
な
来
客
や
ち
ょ
っ
と
一
息
つ
き
た
い
時

に
す
ぐ
飲
め
る
手
軽
さ
が
人
気
の
バ
イ
オ
茶
。

き
れ
い
な
黄
金
色
の
お
茶
を
飲
ん
で
心
も
体

ま
ち
を
支
え
る
人
た
ち
128
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）
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３
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営
業
時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

定
休
日
／
毎
月
第
３
木
曜
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第
86
回

■
期
日
＝
12
月
22
日（
日
）
午
前
８
時
～
10
時
30
分
ご
ろ
ま
で

も
元
気
に
な
っ
て
寒
い
冬
を
乗
り
き
り
ま
し

ょ
う
。「
よ
か
も
ん
や
」で
は
上
水
園
の
お
茶

を
各
種
揃
え
て
い
ま
す
。

上
新
在
住 

荒あ
ら

武た
け

公こ
う

治じ
（
74
）さ
ん

バイオ茶ホット　
（３㌘×20パック）648円／販売者 上水園

周
囲
の
喜
ぶ
顔
と
創
造
力
を
力
に

メリー
クリスマス！
　　来年も
　　いい年に
　　しような！

笑
顔
を
生
み
出
す
昆
虫
竹
細
工

「
お
せ
っ
か
い
な
だ
け
か
も
し
れ
な

い
よ
」
そ
う
言
っ
て
謙
遜
す
る

公
治
さ
ん
。先
月
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た

文
化
祭
で
、
ト
ン
ボ
や
ク
ワ
ガ
タ
な
ど
50

匹
以
上
の
昆
虫
が
楽
器
を
奏
で
る
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
を
テ
ー
マ
に
し
た
竹
細
工
作
品
を

出
展
。２
㍍
四
方
の
大
作
に
行
き
交
う
人

が
足
を
止
め
る
。中
学
校
の
体
育
教
師
と

し
て
教
壇
に
立
ち
、
退
職
後
、
幼
稚
園
に

勤
め
る
中
で
、「
何
か
子
ど
も
た
ち
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
も
の
は
な
い
か
」
と
、
孟

宗
竹
を
使
っ
た
昆
虫
竹
細
工
を
始
め
た
。

昆
虫
を
図
鑑
で
確
認
し
、
加
工
し
た
部
品

を
組
み
合
わ
せ
、
コ
ツ
コ
ツ
と
作
り
上
げ

る
。実
在
し
な
い
楽
器
を
自
分
の
創
造
で

加
え
る
こ
と
も
あ
る
。「
形
式
に
と
ら
わ

れ
ず
、
空
想
の
要
素
を
取
り
入
れ
て
、
見

る
人
が
楽
し
め
る
よ
う
な
新
し
い
作
品
を

生
み
出
せ
た
ら
」
と
語
る
。根
気
よ
く
細

か
な
作
業
を
積
み
上
げ
て
い
く
原
動
力
は
、

「
周
囲
の
人
を
喜
ば
せ
た
い
」
と
い
う
純

粋
な
思
い
や
り
の
気
持
ち
に
違
い
な
い
。

り
」。天
候
に
恵
ま
れ
、
大
勢
の

来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
会

場
を
盛
り
上
げ
た
音
楽
ユ
ニ
ッ

ト「L

ラ

ン

ド

and C

セ

ル

ell

」
の
ラ
イ
ブ
に

最
前
列
で
、
熱
い
声
援
を
贈

る
西
小
の
子
ど
も
た
ち
。
メ
ン

バ
ー
のY

よ

っ

ち

ゃ

ん

O
CCH

AN

こ
と
橋は

し

本も
と

愛よ
し

大ひ
ろ

さ
ん
は
、
西
小
出
身
で
母

校
で
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ

オ（
Ｐ
Ｖ
）
を
撮
影
し
た
縁
が

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
出

演
す
る
Ｐ
Ｖ
は
、
ネ
ッ
ト
で
見

ら
れ
ま
す
の
で「Land Cell    

M
IN

AN
O

W
A

」
で
検
索
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。〈
セ
〉
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◎町　章／ 町の木「イチョウ」を図案化したもので、外
形は丸く円満で輪、すなわち和やかさを表
し無限を意味しています。

◎町の花／サツキ
◎町の鳥／ホオジロ
◎町の木／イチョウ

◎町の生い立ち
いろいろと発掘される土器などから、新石器時代より三股町各所に人が

住んでいたことがうかがわれます。また、その名の起源は「古くから川三条、
股になりて流れたり」と古書にあって、その名「三股」をとどめているといわ
れています。江戸時代は鹿児島藩に属し、明治初年、五戸長を一丸として、
戸長役場と改称しました。当時の地頭・三島通庸（みしまみちつね）は荒涼た
る原野に土木を興し、産業を奨励し、教育の振興を図って村づくりを成し、
ここ三股の基礎が築かれたのです。

明治22年、町村制実施により三股村となり、昭和23年５月３日に町制を施行
して名実共に三股町として発足しました。以来自治の発展に努め、文化農村
建設へとまい進し、今や数多くの企業誘致により町民の所得向上を図りなが
ら町民参加型の「自立と協働で創る 元気なまち」を目指し、躍進しています。

 ◎わが家の一番星
　町内在住で３歳以下のお子さんについて、掲載申込書に写真を添えてお申し込みください。

 ◎ご長寿万歳
　町内在住で80歳以上の元気な高齢者について、掲載申込書に写真を添えてお申し込みください。

※�「わが家の一番星」「ご長寿万歳」の掲載申込書は町役場にあります。また町公
式サイトからダウンロードすることもできます。
　（町公式サイトアドレス…http://www.town.mimata.lg.jp/）

■問い合わせ　総務課　秘書広報係　☎52-1113（直通）


